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それでも前を向く 

 日本の財政再建の為には消費税を 10％にしなければならないと民主党も自民党もいっています。
財政破綻すれば大インフレになるのだとのこと。 
 国税庁の統計では、リーマンショック前の平成 19年度確定申告で追加納税した人は 777万人、所
得金額で 43兆円、申告納税額が 3兆円でしたが、平成 23年度のそれは、607万人、34兆円、2兆
3千億円とまだ回復していません。 
 あの財政が破綻したギリシャでさえ、消費税引き上げで税収を増やせとは要求されていません

が・・・。 
 私は消費税率が上がれば相当なデフレと不況になると思っています。 
 平成 9年、消費税が 3％から 5％に上がったとき、その後起きたのは、直前の建築ブームとその後
の反動の不況と長期のデフレだったからです。 
  
 ビジネスに生きている経営者は自分の力を向上させ、前向きに生きていかなければなりません。 
 ＪＴ（日本タバコ産業）の缶コーヒーの広告シリーズでみつけた、ちょっと面白くちょっとほろ苦

いコマーシャルシリーズ『それでも前を向く』を紹介します。 
 竹野内豊がエリートビジネスマンをやると、かっこいいですよね。 
 

・まさにサプライズだった。 うれしくない方の。 
・今日の占いが 1位だった。 知ったのは夜だったけど。 
・やまない雨はない。 傘を忘れるたびに思う。 
・いいか悪いかは別にして、と前置きされて 悪いことばかり言われる。 
・やらずに後悔するくらいならやって後悔する方が

いい。 
どちらにしても後悔するのだが。 

・誤解を恐れずに言った。 誤解しかされなかった。 
・泣く彼女を振り切るように別れた。 振り返ると彼女が笑って電話をしていた。 
・「結果より過程だ」 と悪い結果が出た時は誰も言ってくれない。 
・画期的なアイデアが浮かんだ。 昨日終わった案件の。 
・告白された。 過去形で。 
・流れ星をみつけた。 何も思いつかず「宜しくお願いします」とだけ祈

った。 
・二等が当たった。ポケットティッシュだった。 一等が当たった。箱のティッシュだった。 
・「昨日は楽しかった」と彼女からメール。 それボクじゃないです。 
・彼女に御馳走した。 なぜか、彼女が領収書をもらっていた。 
・美女に声をかけられた。 刑事だった。 
・目と目が合った。彼女が笑った。 苦笑いだったけど。 

 
『それでも前を向く』。いい言葉ですよね。 


